
（設定例）社保情報の健保と厚年でそれぞれの適用年月（変更月）のみに、健保標準報額、厚年標準報額を印字する場合
適用年月（変更月）が健保と厚年で異なる場合（健保のみ月変など）は、

「健保」「厚年」で別々にコメント設定することで、それぞれの適用年月（変更月）に健保標準報酬月額、厚年標準報酬月額を印字することができます。

具体的な事例は以下のとおりです。

【支給明細書－コメント設定詳細画面】

◆適用年月（変更月）が健保と厚年で異なる場合

6月定時算定（健保のみ月変）

健保年金区分 算定対象最終 適用年月 改定区分 健保標準報額 厚年標準報額

1：健保 202206 202208 2：月変 710000

2：厚年 202206 202210 1：算定 650000

支給年月　2022年8月 支給年月　2022年10月

　　支給年月が健保（月変）適用年月と一致 　　支給年月が厚年（算定）適用年月と一致

　　

　　　⇒　「社保情報2」に該当し、健保標準報額を印字します。 　　　⇒　「社保情報5」に該当し、厚年標準報額を印字します。

◆適用年月（変更月）が健保と厚年で同じ場合

6月定時算定

健保年金区分 算定対象最終 適用年月 改定区分 健保標準報額 厚年標準報額

1：健保 202206 202210 1：算定 300000

2：厚年 202206 202210 1：算定 300000

支給年月　2022年10月

　　支給年月が健保（算定）、厚年（算定）の適用年月と一致

　　　⇒　「社保情報1」に該当し、健保標準報額を印字します。

　　　⇒　「社保情報5」に該当し、厚年標準報額を印字します。

健保、厚年でコメントをわかりやすくするため

健保コメントのあとに「＠改行_」を設定しています。



改定区分（算定、月変、保険者、育終）で別々に登録する場合も、「健保」「厚年」でそれぞれ設定してください。


